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相模原市の新設道路について

大西太通‖新設計画

2025/04/24

リエア新幹線を考える相模原連絡会 桜井真理

(2025。 1月 住民説明会資料から)

ここが納得出来春せん rr

1、 トンネルの上に道路

住民はここに住めると思ってJR東海と契約した人が多い。市は、その時既に道路計画を知
りつつ住民に契約させました !信頼保護の原則を無視したあり得ない行政行為です。

2、 道路計画に必須の住民意見を全く無視 “寝耳に水"の計画

国のガイ ドラインに、くり返し記されているのが住民意見の重要性です。

しかし、私たち西橋本の当事者住民は構想・計画の段階で意見を求められたことも、都市計

画審議会の審議委員に選ばれたこともありませんでした。

3,現在の車の台数を出していない 現在の道路の活用について検討しない

今の通行量のデータを抜きに、なぜ津久井方面から 7700台増えると言 うことが出来るので

しょうか ? 実態を踏まえない机上の計算式ではありませんか ?ま た皆さんが一番求めて
いる “既存の道路を整備活用したらどうなるか'全 く回答がありません。無視しています。

4,駅前のまちづくりの計画が定 まつていない

肝心のまちづくりで何が出来るのかが曖味でスケジュールも見えないのに、100軒の

家々を立ち退かせる必要性は、到底理解出来ません。

(大西大通り新設に反対する会チラシ 2024.12.27号より)

※このほか、今の駅近 と同等の代替え地の用意がない、 とい う理由も多い。
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今だ漠然としたまちづくり計画

※JR橋本駅南目の区画整理事業

は 12月 事業認可申請済み取得待

UR(独立行政法人都市再生機構)が

施工

ヽ 、
(・ _ヽ
'i

′・

l--t---
′=卜 、

'く

り■ア駅餞コまうつくリカイ ト摯ィγからう1踊 .加 筆

目下の課題 (私見ですが)

・市道認定後、戸別訪問→用地測量→補償調査→契約へと進む家が出るのはやむを得ないが、

ステッカーを貼るなどの反対者をどれだけ維持出来るか。

・市の不当性をどれだけ暴いて追求し、反対の機運の材料に出来るか。
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大西大通り・今までの経過 無印・・市の動き  ★ 。・住民市民の動き
2014～2016 まちづくり(広域交流拠点整備計画)策定のための J東海他関係者がいる会議で

「駅上部には高い建物は計画しない」と伝える

2016 広域交流拠点整備計画策定 駅上は緑、駅前広場、道路のいずれか
2017 既存道路の拡幅玉L7000万円の予算で測量する

2018 庁内会議で駅上は道路という話が出る
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2023.2

.3

庁内会議 大西大通り新設の件
込:埋奎i壺」銀lttI駆:豊」議鐘_=i重杢!雲」ョ:辺:璽:億奎』:整:コ、璽:しさ亜襲LL量整墨追拠 (委員も唐突感

表明)  .2～3 市民意見募集と市民説明会
☆大西大通り説明会 (リ ニア連絡会主催)

初・大西大通り住民説明会

橋本駅周辺整備事業の方針決定 (国費198億・市費330億・大西174億・計538億 )

★住民が議会へ陳情提出  ★7～8月 住民有志が署名活動開始、秋にかけて提出
都市計画説明会

公聴会(18人殆どが反対) 測量開始  ★大西大通り新設に反対する会発足
都市計画意見書募集 (～ 1月 望■塁_人璽塾:頭:襲l三:堅:壼:聾:≧!ゝL」:登:ユ至二対)

都市計画審議会答申 生L量重重塑
=2≦
=⊆菫旦塑塁笙壺塁登_ょ

=2立
園量 2亜墜登∠22主

都市計画決定   ☆質問会   ★緊急集会 (リ エア連絡会主催)
,7 住民説明会
2024.2 ★初・反対する会住民集会

.6 ★県庁へ要請
測量拒否のステッカー作戦開始

。4 ★第 2回市長対話 反対する会 857筆の反対署名を直接渡し、撤回を求める
.5 住民説明会
.8 ★質問会
2025.1 住民説明会

.2 ★質問会

☆「噂の東京マガジン」放映

.3 3月議会で市道認定の提案が可決される  ★住民が議会へ否決を求める陳情提出
,4 ★質問会  .4 住民説明会(市道認定で制限、戸別訪問開始、事業認可めざす)
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令和7年4月に、これまでのりニアまちづくり課を
2つの組織に改編しました。
今後、連携してまちづくりを進めてまいります。

リエアまちづくり課

橋本駅南日の土地区画整理事業など、まちづくり全体の計議を推選します。

1」エア拠点整備事務所

大西大通り線をはじめとする道路事業の用地橋農に耐 る取組や、

鶴東車両基地(鳥屋地区)の整備等に関する調整などを行います。

2025.4月 の住民説明会資料から
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サンエールさがみはら交洋点
橋本駅南口交差点

相模原北暑交差点

西橋本 5丁 目交差点

==■
市道大西線 襲■勝大西大通り線 こ===リ ニアトンネル

橋本駅南口駅前通り線

(地下がリニア駅)
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橋本変電所前交
差点

橋本五差路交差
点

西橋本 4丁 目交差点
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クスノキの伐採の準備作業に取 りかかる作業員ら
=21日 、相模原市緑区橋本

第3種郵便物認可
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リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
唯

一
の
新
駅

「
神
奈
川
県
駅

（仮
称
）
」
の
建
設
が
進
む
相
模
原
市
緑

区
の
橋
本
駅
周
辺
の
住
民
ら
が
、
愛
着
あ
る
風
景
の
喪
失
や
暮
ら
し
の
変
化
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
２１
日

に
は
新
駅
設
置
に
伴

っ
て
移
転
し
た
県
立
相
原
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
だ

っ
た
ク
ス
ノ
キ
の
伐
採
作

業
が
ス
タ
ー
ト
。
市
が
周
辺
で
整
備
を
計
画
す
る
道
路
で
は
約
１
０
０
棟
の
立
ち
退
き
が
想
定
さ
れ
、

住
民
ら
が
揺
れ
て
い
る
。

た
だ
、
新
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
を
計
画
す
る
市
は
、
開
発
に
伴

っ
て
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る

上
で
、
ク
ス
ノ
キ
の
保
全
と
両
立

す
る
の
は
困
難
と
判
断
．
ク
ス
ノ

キ
を
所
有
す
る
県
と
も
協
議
し
、

樹
勢
の
衰
え
が
目
立

つ
こ
と
か
ら

移
植
も
難
し
い
と
の
結
論
に
至

っ

た
。
　

　

　

　

（砂
田
　
弘
明
）

に
は
伐
採
を
終
え
る
予
定

と
い

う
。１

９
２
３

（大
正
１２
）
年
の
同

校
開
校
の
頃
に
植
え
ら
れ
た
ク
ス

ノ
キ
は
高
さ
が
約
１６
房
、
幹
回
り

が
約
５
房
あ
る
大
木
。
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
だ

け
に
、
伐
採
を
迎
え
、
同
校
卒
業

生
か

ら
は
惜

し
む
声

が
聞
か
れ

た
。同

区
に
住
む
河
津
八
重
子
さ
ん

（
７３
）
は
伐
採
作
業
が
始
ま
る
と
聞

き
、
現
場
に
駆
け
付
け
た
。
在
学

当
時
は
門
と
校
舎
の
間
に
あ
る
ク

ス
ノ
キ
の
前
を
い
つ
も
通

っ
て
い

た
こ
と
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
、

「
卒
業
し
て
５０
年
以
上
た

つ
の
で
、

（ク
ス
ノ
キ
は
）
今
見
る
と
だ
い

ぶ
成
長
し
た
よ
う
に
思
う
。

『
今

日
も
頑
張

っ
て
』
と
言

っ
て
く
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

新
駅
建
設
地
の
隣
で
は
樹
齢
約

１
０
０
年
の
ク
ス
ノ
キ
を
伐
採
す

る
た
め
、
作
業
員
数
人
が
添
え
木

を
取
り
外
す
な
ど
の
準
備
作
業
に

取
り
か
か
っ
た
。
工
事
を
発
注
し

た
県
に
よ
る
と
、
今
週
２４
日
ま
で

本
当
に
、
切
っ
て
し
ま
う
の
は
残

念
」
と
悔
や
ん
だ
。

伐
採
を
巡
っ
て
は
地
元
の
市
民

団
体
か
ら
反
対
の
声
が
上
が
り
、

こ
れ
ま
で
に
署
名
運
動
や
住
民
監

査
請
求
・
住
民
訴
訟
が
あ
っ
た
。

、道路新設で立ち退き

「高齢で行く先ない」

望T基 反対の声根強く

相
模
原
市
が
橋
本
駅
周
辺
で
計

画
す
る
新
設
道
路

「
大
西
大
通
り

線
」
を
巡

っ
て
は
、
１８
～
２０
日
に

近
隣
住
民
説
明
会
が
開
か
れ
た
。

市
議
会
の
議
決
を
経
て
同
線
が
市

道

と
な

っ
て
か

ら
初

の
説
明
会

で
、
延
べ
１
３
０
人
が
参
加
。
市

は
住
民

へ
の
説
明
や
相
談
に
応
じ

る
体
制
を
強
化
し
て
臨
ん
だ
も
の

の
、
住
民
ら
の
反
発
は
収
ま

っ
て

い
な
い
。

同
線
は
国
道
１６
号
か
ら
橋
本
相

原
線
を

つ
な
ぐ
２
車
線
の
新
設
道

路
で
、
住
宅
街
を
約
１
キ
ロ
に
わ
た

っ
て
横
断
す
る
計
画
。
市
は
リ

ニ

ア
開
業
を
好
機
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
不
可
欠
と
強
調
す
る
が
、
立

ち
退
き
が
迫
ら
れ
る
家
屋
な
ど
が

約
１
０
０
棟
に
及
ぶ
こ
と
な
ど
か

ら
住
民

ら
の
反
対

の
声

は
根

強

い
。
説
明
会
で
は
４
月
に
新
設
し

た
部
署

「
リ

エ
ア
拠
点
整
備
事
務

所
」
の
所
長
ら
も
出
席
し
、
改
め

て
事
業

の
必

要
性

や
線
形

の
理

由
、
補
償
内
容
な
ど
を
説
明
し

た
。だ
が
、
１８
日
の
参
加
者
か
ら
は

「高
齢
な
の
で
行
く
先

（引
っ
越

し
先
）
が
な
い
」

「市
の
都
合
を

住
民
に
押
し
付
け
て
い
る
だ
け
」

な
ど
と
生
活
の
不
安
や
市
の
事
業

の
進
め
方
へ
の
不
信
の
声
が
上
が

っ
た
。
ま
た
、
現
在
示
し
て
い
る

線
形
に
至
る
検
討
過
程
を
疑
間
視

す
る
声
や
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
の

よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
求
め

る
声
も
あ
っ
た
。

市
は

「特
に
長
年
こ
こ
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
に
多
大
な
心
配
、

不
安
を
か
け
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
」
と
し
、
新
体
制
の
下
で
戸

別
訪
間
し
て
丁
寧
な
説
明
や
意
向

確
認
に
努
め
る
と
強
調
。
不
動
産

関
係
団
体
と
連
携
し
て
代
替
地
の

情
報
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
も
検

討
し
て
い
る
と
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
も

「ど
う

い
っ
た
形
で
示
せ
る
か
検
討
し
、

そ
の
状
況
を
伝
え
る
努
力
を
し
た

い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
（山
本
　
昭
子
）

延
べ
１
３
０
人
が
参
加
し
た
近
隣

住
民
説
明
会＝

１８
日
、相
模
原
市
緑
区
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